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註1：『科学する詩人 ゲーテ』
石原あえか著。慶應義塾大学出
版会（2010年）。

註 2：岡田節人 [おかだ・ときんど]
1927年生まれ。発生生物学者。
生命誌研究館名誉顧問。2007年
文化勲章受章。
関連記事：生命誌ジャーナル30号
「ルイセンコの時代があった－生物
学のイデオロギーの時代に」

石原あえか（いしはら・あえか）
東京生まれ。ドイツ・ケルン大学博
士（PhD）。慶應義塾大学商学部教
授を経て、2012年より東京大学大
学院総合文化研究科准教授。ヤー
コプ・ヴィルヘルム・グリム奨励賞、
日本学術振興会賞、日本学士院学
術奨励賞など、また2013年にドイ
ツ政府よりジーボルト賞受賞。ド
イツ語著作・論文と並行して、日本
語著書に『科学する詩人　ゲーテ』
（サントリー学芸賞）および『ドクト
ルたちの奮闘記』がある。
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生命誌研究館展示「蟲愛づる姫君」の前で


